
 

Ⅱ 人材育成の課題と目指す職員像 

 

１．人材育成における課題と課題解決のためのキーワード 

 令和元年度に実施しました職員アンケート調査を通じて導き出された、市民応対、仕事、

組織・仲間、職員の各項目における課題及び課題解決のためのキーワードについては以下の

とおりです。  

■市民応対に関する課題と課題解決のためのキーワード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■仕事に関する課題と課題解決のためのキーワード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問合せへの   

即座な 対応   

満足度の高い市民   

サービスの提供   

仕事に取り組む   

態度・姿勢の改善   

電話・窓口対応   

の接遇の向上   

親切かつ丁寧な   

対応の徹底   

  

市民のための市役所    

を目指す 
  

  
市民の視点   

  

厳しい財政 状況 を 

踏まえた 市政運営   

効率的な仕事を行 

うための業務改善   

チャレンジ   

する姿勢   

長期的・戦略的な 

視点の必要性   

経営的視点   

の必要性   

  

   

  

経営感覚   

コスト意識   

市民のための市役所 
を目指す 



 

 

 

■組織・仲間に関する課題と課題解決のためのキーワード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■職員に関する課題と課題解決のためのキーワード  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

職員の個性の発 

揮と組織力の向上   

仕事に関する職員 

一人ひとりの目標 

設定   

積極的に意見   

交換 できる職場   

づくり   

  

部門を越えた   

情報共有 化   

  

報告、連絡、相談 

の仕組みの実践   

  

   

  

  

目標とプロセ 

スの共有   

市民のための市役所 
を目指す 

  

  
  

より高い人権感覚   

  

法令遵守と公務員   

倫理の徹底   

  

一般の法令知識   

の精通   

  

行政を取り巻く   

一般知識の精通   

  

適切な指導 ・ 育成 

や能力開発   

  

   

 

  

行政としての 

プロ意識   

を目指す 

市民のための市役所 



 

２．人材育成基本方針の基本テーマ 

 

 先に示した人材育成における課題と課題解決のためのキーワードを踏まえ、市が展開す

る人材育成施策の基本テーマを「市民のための職員を目指そう！」とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民のための市役所を目指す！ 

 
 

 

市民の視点 

【基本テーマ】 

市民のための職員を目指そう！ 

目標とプロセスの共有 

行政としてのプロ意識 

経営感覚・コスト意識 



 

３．目指す職員像 

 先に示した基本テーマを踏まえ「市民のための職員」を構成する主な要素を歯車で示し、

その要素を達成する職員の姿を「目指す職員像」として掲げました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 高いコスト意識と経営感覚を持った職員 

厳しい財政状況の中で、市民にとって本当に必要な行政サービスは何なのか意識を持ち職務

を行います。 

マネジメント感覚を有し、常に改善・改革・チャレンジを心がけ、効率的に職務を遂行します。 

 

「目指す職員像」 

  
行政のプロとして自らの資質・能力の向上に努める職員 

より高い倫理観、人権感覚を有し、公平・公正に行動します。 

自身の人格形成、より高い教養を身につけることに努めます。心身ともにより良い状態

を保つことに努めます。 

自ら学び、考え、市民のために行動するよう努めます。 

行政としてのプロ意識 

  
 目標とプロセスを共有しお互いを認め合い、よりよい仕事を目指す職員 

組織全体として情報共有を図り、組織の最適化に取り組みます。 

組織内外の連携を強め、組織の一員であることを自覚し、組織の目標達成にまい進します。 

目標とプロセスの共有 

  

 「誰のため、何のため」なのか市民ニーズの変化に対応し、期待に応える職員 

常に市民の立場に立ってものごとを考え、分かりやすさを追求し行動します。 

多様なニーズを把握し、的確な対応を行います。 

常に質の高い市民サービスを心がけ、市民満足度を高めます。 

経営感覚・コスト意識 

市民の視点 


